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学乳びん導入支援プロジェクト



学乳びん導入支援プロジェクト

• 【目的】小中学校で学乳びんを希望する自治体への
導入支援をする。導入の効果（環境教育、健やかな
成長育む食育）と課題を明らかにする。

• 【準備会】平成25年9月立ち上げ、5回開催。• 【準備会】平成25年9月立ち上げ、5回開催。
• 【メンバー】びんリユースの普及を目指す市民団体、
事業者、環境教育関係者、乳業メーカーなど

• 【活動】①導入自治体（日野市、小平市、国立市、茂
原市など）の調査、②都内の自治体に関心があると
見込まれる関係者へアプローチ



モデル事業

 1月：学乳びん導入支援プロジェクトの
立ち上げ

 2月：自治体関係者等へのモデル事業 2月：自治体関係者等へのモデル事業
説明会の開催（2月28日）

 3月：学乳びん導入支援説明パンフレッ
トの作成



2月28日「学乳びん導入支援説明会」

【会場】飯田橋セントラルプラザ17F
【内容】
①環境省よりモデル事業の趣旨説明

②鈴木善次（大阪大学名誉教授）挨拶②鈴木善次（大阪大学名誉教授）挨拶

③導入自治体（日野市、小平市）から報告

④生産者から工場見学の様子など報告

⑤なぜ「びん」は美味いかの説明

⑥導入に向けた課題などを意見交換

【参加者】4自治体を含む28人が参加









日野市での取組み
• 平成16年森永乳業の工場改修で、びんラインから紙パックのラ
インになった。

• 保護者、消費者団体、栄養士会からびん継続の要望があった。
• 東京都に区域変更の要望したが叶わず、乳業メーカーも見つ
からず、平成17年度は紙パックになってしまった。

• 平成18年度からのびん供給に向けてメーカーを探し、最終的
にタカナシ乳業からの供給が実現。にタカナシ乳業からの供給が実現。

• 国庫補助がなくなったが、その分は市の予算で補填し、保護者
負担の増はなし。

• 学校給食会から離脱して独自契約になった。一度離脱した場
合、再度参加できるか不安があったが、11月までに申し出れば
問題ないとの回答をもらい、安心した。

• 日野市の栄養士会がびん牛乳にこだわったか。「指導上の良
さ」（中身が見えることで、“頑張って半分まで飲もう”といった指
導がしやすい）、「異物混入がわかりやすい」といった現場での
意見があった。



小平市での取組み

• 平成16年6月に突然紙パックに変わるという話が出た。第１２区
域の小平市、小金井市、東村山市、国分寺市、国立市、東大
和市で6市リユースびんネットワークを立ち上げ集会や学習会
をした。

• 教育委員会や東京都へ要望書を提出した。
• 国立市で供給できる乳業メーカーが見つかり、小平市も可能か
打診し可能となった。

• 国立市で供給できる乳業メーカーが見つかり、小平市も可能か
打診し可能となった。

• 小中学校の保護者宛にアンケートを実施。85.9％の回収率で
71％がびん牛乳を要望。1本あたり10円～15円の値上げにな
るがびん牛乳を求める声が大きかった。

• 子どもたちも一緒に紙パックとびんでどう違うかの勉強し、ペー
プサートで発表した。

• 学校給食会からの離脱で補助金がでなくなったが、特に問題
なく進められた。



効果

• 「本当の美味しさ」を感じる
• 割れるびんへの配慮を学ぶ。「びんは危な
い」に焦点を当てるのでなく「大切に扱う」と
いう教育的な面に焦点を当てる。

• 「中身が見えるので、半分まで飲もうね」と
指導しやすい。

• 3Rを理解する身近な教材
• 環境への優しさを体験する



課題

1. 「学校給食会」から外れることの不安
2. コストアップの場合（ﾊﾟｽﾁｬﾗｲｽﾞﾄﾞ牛乳）の保
護者の同意

3. 保管スペースの確保3. 保管スペースの確保
4. 乳業メーカーの近距離での確保
5. 市販牛乳180ccと通達による200cc基準との
調整



パンフレット







26年度からの活動
• 導入支援の詳細資料作成と配布
• びん牛乳の試飲とアンケート調査
• 課題解決に向けた関係方面への働きかけ
• 11月に27年度の導入の意思決定• 11 27
• 導入決定自治体で、現状（紙パック）での飲み残
し、廃棄処理の調査、児童・教師へのアンケート
（導入前調査）

⇒27年度は、導入後の環境負荷、教育効果、アン
ケート調査を実施し、効果の検証を行う。



ご清聴ありがとうございました。

今後とも学乳びん導入支援活動へ今後とも学乳びん導入支援活動へ
ご理解、ご支援をいただきますよう

よろしくお願い致します。


